
花壇等に地植えする場合

花壇等に地植えする場合

１．土を耕しましょう
あらかじめ３０cm～５０cmほど耕しておきます。腐葉土や完熟
堆肥を適度に混ぜ、１㎡に100gく らい苦土石灰をまいて良く
耕しておきます。植えつけ前に緩効性化成肥料を１㎡に100g
ほど混ぜてから植えつけましょう 。保水性、排水性が良く 、有
機質がたっぷり含まれていればＯＫ。

２．植え方
庭植えの場合、ある程度間隔を空けてのびのび育てましょう
（球根3～5個分）。広いスペースがあるなら、他の植物と の混
植もステキです。深さは球根によって違いますが、だいたい球
根大きさの２～４倍です。袋入りの場合は植え付けの深さも書
いてありますのでご参考下さい。植え付けが終了したら、十分
に水を与えます。寒冷地では冬に凍らないよう 、またユリ類な
どは地温が高く なるのを嫌う為、藁や腐葉土などでマルチング
するのも良いでしょう 。

３．植え付け後の管理
水やりは基本的に自然の雨に任せます。ただ乾燥した日が何
日も続く よう なら、時々様子を見て晴れた日の午前中に水や
りをします。翌年葉が伸びてきたら、追肥に粒状の化成肥料を
適量まいておきましょう 。

４．病害虫
春先からアブラムシが発生しやすく なります。害虫を介してウイ
ルス病にかかるので、発生する前に殺菌剤をスプレーし、オルト

ランなど顆粒状の浸透性薬剤をまいておきましょう 。

鉢植えの場合、あまり間隔を空けない方が花が咲いたと き見
栄えがします（空けても球根1個分く らい）。また球根の向きを
そろえると 、葉の出方が同一方向になるので、よりギッシリ植
えること ができます。植える深さは球根によって違い（球根大
きさの２～４倍）、袋入りの場合は植え付けの深さも書いてあ
りますのでご参考下さい。種類によっては浅く 植えること もで
きます（下図参照）。植え付けが終了したら、十分に水を与えま

す。


